
 
 
 
 
 
 
 
 
      

夢が語れる夏休み・２学期でありますように 
教頭 寺沢 圭司 

 
７２日間の怒涛の１学期。本日、終業式を迎えることができました。コロナ明けの本格的

な１年が始まり、進む教育のデジタル化、年々減少する児童・保護者数、コロナで崩れた地

域コミュニティ再生などの教育の課題を抱える中、保護者や地域の皆様に支えられながら１

学期を乗り切ることができましたこと、大変感謝しております。また、昨年同様に暑い日が

続き、本校の暑さ対策にご理解とご協力をいただきましたことも、大変ありがたく存じます。 

 

さて、明日から３０日間の夏休みを迎えます。これまでの夏休みに比べ、５日前後延長し

た夏休みとなります。学校生活から長期で離れる子供たちにとって、家庭における過ごし方

がとても重要となります。ご家庭においては、「３０日間の夏休みをどのように過ごし、ど

んな成長をしたいか」について、ぜひお子さんと話をしてください。 

 

夏休みを迎えるにあたり、ご家庭でのお話の材料になるかと思い、お子さんの「目標」や

「夢」についてお伝えします。 

先日の学校評価において、以下の設問で次のような結果が出ました。 

 

保護者の方のご意見の中に、「１日１日のことでいっぱいで、親として話題に出していな

かった。」「常にバタバタしていて…。」と、お子さんと向き合う時間がなかなか取れないと

いう声がありました。その一方で、「

」という声もいただきました。この言葉は学校にとって大変貴重なご意見となります。 

 

学校は、この後も教育活動を通して子供たちに様々な経験をさせる中で、子供たちの

を高めていきます。自己肯定感が高まれば、次の目標や夢を描きやすくなります。 

 

ご家庭にお願いしたいことは、お子さんへの「

、そして家庭でしかできない「 」です。 

夏休みが明けた時に、子供から「○○に行って、□□を見てきた。」「△△ができるように

なった。」「おうちの人に☆☆とほめられた。」というお話が聞けたらうれしい限りです。ま

た、そのようなお話をきっかけに、子供たちの成長のために学校・家庭が手を取り合って取

り組むことができたら、一層効果的です。２学期も、どうぞよろしくお願いいたします。

 設問内容 肯定的評価の割合 

保護者 
ご家庭において、お子さんと将来の夢や目標につ

いて話している。 
４９．１％ 

児 童 夢や目標に向かって、努力を続けていますか。 ７５．４％ 

教職員 
子供たちに将来の夢や目的がもてるようなキャリ

ア教育を実践している。 
３４．７％ 

学校の教育目標 

○思いやりのある子 

○深く考える子 

○からだを鍛える子 とんけし 
富岸小学校 学校だより №5 令和６年７月２３日 

ホームページ http://www.noboribetsu.ed.jp/~tn_info/ 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

夏休み中・８月の行事 

 

 
※夏休み期間中、学校内の水道管を入れ替える工事を行います。（２９日は断水となります。） 
※８月１３日（火）～１５日（木）は「学校閉庁日」となり、学校と連絡を取ることはできませんので
ご了承ください。なお、この期間、お子さんに関わる「怪我、入院等の病気等」の連絡につきまして
は、登別市役所（86-2111）にお電話してください。 
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